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概　　　　要
　本会議は、IEEE主催のロボットに関する国際会議として最も権威が高く、今年度は、49ヶ国から1756件の
論文投稿があり、最終的に680件が採択され、過去最低の38.7％の採択率という大変厳しいものであった。
59件のポスター発表も含め、113のテクニカルセッション、3つのビデオセッション、および14のチュートリアル/
ワークショップが５日間に亘って行われた。参加人数も1144人と規模も大きく、質の高い国際会議であった。
　私の発表は、テクニカルセッションの初日に、コンピュータビジョンのセッションで行った。
人間の資格に関連した視覚を持つロボットの制御のセッションで、私の発表論文に最も適したセッションであ
ったことと、スケジュールや同じセッションの発表者に恵まれたこともあってか、多数の聴衆が集まり、私の発
表に興味をもたれた研究者から、質疑応答の時間が過ぎるほど多数の貴重な意見や質問をいただいた。
特に、人間の高度なスキルをどのようにしてロボットに実装するかについての議論においては、今後の研究
を進める上で非常に重要な知能ロボット開発に関する大変貴重な意見をいただき大いに参考になった。
セッション以外にも、多くの研究者と議論をする機会があり、大変有意義であった。


